
留学生たちの活動状況

み ら チャレ通信
ほっかいどう未来チャレンジ基金の最新情報をお届け！

Vol.

27
R1.12

北海道に貢献する意欲のある若者の海外挑戦を、官民一体で応援する「ほっかいどう未来チャレンジ基金」の旬な

情報をお届けします！12月末時点で、第３期生７名が海外留学中です！

学生留学コース

｢ほっかいどう未来チャレンジ応援募金｣＆｢古本募金ハピぼん｣

北海道のイオングループ様（イオン北海道（株）、マックスバリュ北海道（株））では、道内の

「イオン」、「マックスバリュ」などの店舗・事業所において「ほっかいどう未来チャレンジ応援

募金」を実施中です。

○実施期間 令和元年（2019年）12月16日（月）～令和２年（2020年）２月２日（日）

○実施店舗 「イオン」、「イオンスーパーセンター」､「まいばすけっと」､「マックスバリュ」､

「ザ・ビッグ」などの店舗・事業所165箇所

また、NORTH CREATE様では、御家庭や会社で不要になった本等を寄贈することで、その査定

額全額が基金に寄附される取組を行っています。古本募金「ハピぼん」ホームページのフォームか

ら集荷依頼（送料着払）し、直接送付が可能ですので、ぜひ皆様の御

協力をお願いします。

第３期生 有働 篤人さん 【留学先】フィンランド 【留学期間】2019年10月～2020年５月（９か月間）

札幌を世界のデジタル観光都市にするため、先進的なゲーム制作やソフトウェア開発を学ぶ

11月からオウル市内最大のゲーム会社FingerSoft社でインターンとして、ゲーム制作に必要な技

術と事業の立ち上げについて学んでいます。インターンシップでは、制作するゲームのアイデア出

しとゲームの制作に関わり、主にゲームが決められたルールどおりに動作するプログラミングを担

当しています。そのほか、オウル大学で留学生が自国の文化を紹介する「Festival of Cuiture」と

いうイベントに参加し、同じく日本から来た留学生と日本文化の紹介や日本の食文化をテーマにし

たワークショップを行いました。日本のブースは参加者が多く、関心の高さが伺えました。

第３期生 海辺 菜々美さん 【留学先】カナダ、アメリカ 【留学期間】2019年９月～2020年３月（６か月間）

北海道の地域資源を活かした観光振興のため、アラスカでアドベンチャーツーリズムを学ぶ

11月は､主にアメリカ合衆国アラスカ州パーマー市で観光を学ぶためのコネクションづくりと､佐

呂間町とパーマー市との姉妹都市交流活動を行いました。受入先のパーマーミュージアム・ビジタ

ーセンターでボランティアとして活動しながら､自然アクティビティや観光について学んでいます。

姉妹都市交流活動では、パーマー高校の日本語授業のアシスタントを行いました。自ら選択し

て受講する積極的な生徒が多く､佐呂間町に留学を予定している生徒もいました。一方で佐呂間町

では交換留学が低迷気味なので､この経験を活かし､帰国後も交流の発展に貢献したいと思います。

第２期生 星野 愛花里さん 【留学先】キルギス 【留学期間】2018年12月～2019年12月（１年間）

種子生産や輸出入による種子ビジネスを学び、北海道農業との連携を目指す

キルギス有機農協では、試験的にバレリアーナという薬草の根を乾燥機で乾燥させて販売し

ており、11月はその選別作業を行いました。

また、村人へのヒアリングによる研究調査で学んだことは、キルギスでは近隣のカザフスタン

の肉需要拡大により肉の価格高騰が続いており､ここ10年ほどで家畜頭数を増やした農家が多く

なっています。大規模化した農家では、自分で家畜の世話を行っていますが、後継者が少ない小

規模農家では､家畜の世話が出来ず､土地を貸して労働者となる等、階層分化が進んでいます。

第３期生 石垣 のぞみさん 【留学先】ドイツ 【留学期間】2019年10月～2020年８月（11か月間）

本道農業の魅力を発信するため、持続可能な農業のあり方を考えるとともに、グリーンツーリズムを学ぶ

フランクフルトでの語学研修では、ドイツ語の語学レベルも徐々に高くなり、不安に思っていた

英語も最近では友達とあまり問題なく会話できるレベルになりました。イントネーション等はあま

り気にせず、会話に挑戦することが大切だと感じました。フランクフルトのような都会は、レスト

ランやカフェなど都会的で楽しい場所が多くありますが、対照的に以前ファームステイした農村に

はカフェなどはありませんが､毎日､農村ならではの新しい発見がありました。農村の魅力は、新し

いものを作り出すのではなく､そこにある魅力や価値を大切にすることだと改めて気づきました。
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助成対象者のチャレンジ

風景をお届けします。

有末 真哉 石川 諭史 遠藤 光二 小黒 敬三 坂詰 貴司 佐藤 友昭（税理士法人FULL SUPPORT 代表社員税理士） 鈴木 伸明

武田 孝（拓殖工業(株)代表取締役会長） 船津 秀樹 その他匿名希望の個人・企業４者

スポーツコース

第３期生 向井原 洋平さん 【留学先】アメリカ
【留学期間】2019年７月～2020年７月（１年間）

アスレティックトレーナーに必要な最新スポーツ医学の
知識と技術を学び、道スポーツ界に貢献

11月は、重大な急性の怪我の発生がなく､主にリハビ
リ期間中の選手の治療とトレーニングのサポートが活動

の中心となりました。大学の期末試験や冬休みに入るた

め、リハビリ期間中の選手には、休暇中のリハビリプロ

グラムを作成し、年明けの再合流まで取り組んでもらう

ようにしています。

また、近隣の大学等で研究し

ている日本人整形外科医の方々

の勉強会に参加し、活動発表を

させていただきました。

こうした人脈を築くことによ

り、選手への医学的サポート活

動の幅が広がると考えています。

スポーツコース

第３期生 立花 洋太朗さん 【留学先】ノルウェー 【留学期間】2019年８月～2020年１月（６か月間）

ものづくり産業に関する人材育成のため、ＩＣＴを活用したものづくり教育を学ぶ
11月は、受講していた講義「メディア論」と「社会変化と教育」の課題レポート提出、12月に
行われる最終試験に向けての準備を行いました。「社会変化と教育」では、日本での教育機会の

不均等などノルウェーとの制度の違いなどに着目し、教育格差についてレポートにまとめました。

また、先月に引き続きベルゲン大学日本語学科の日本語会話を手伝うボランティアに取り組み

ました。週１回の会話クラスに参加し、ノルウェー人学生と会話しながら、コミュニケーション

を取り、日本や北海道の魅力について紹介しています。

第３期生 清水 柚衣さん 【留学先】ハンガリー
【留学期間】2019年９月～2020年６月（10か月間）

ハンガリーでリスト音楽院のプログラムに参加し、演奏
活動を通じ、北海道の音楽環境やレベル向上を目指す
室内楽のレコーディングやハンガリー高校の卒業セ

レモニー、コンサートの裏方としてのサポートなど、

初めて経験することが多い１か月でした。

ハンガリー高校の卒業セレモニーでは、電子ピアノで

の演奏でしたが、スピーカーから発せられる音とソリス

トとのバランスや鍵盤が足りない状況でも相手を可能な

限りサポートする大切さを学び、

音楽を楽しむことが出来ました。

室内楽とのソロのレコーディ

ングでは、音楽のコントロール

方法や音色、パートナーとのチ

ームワークなどを考える良い機

会になりました。

未来の匠コース

第３期生鹿野 皓己さん 【留学先】ドイツ 【留学期間】2019年９月～2020年２月（６か月間）
北海道ブランドのワインを確立するため、ワイン醸造の最先端技術を学び、醸造技術の向上を目指す

11月は、ブドウの収穫が終わり、発酵も一段落つき、酸化防止剤の添加、発酵後のワインのろ過、酒
石（醸造の過程でワインの中に出来た結晶状の物質）落とし作業等の品質管理業務を行いました。

酸化防止剤の添加では、使用するタイミングや添加量の基準など細かく教わり、ワインの種類や仕込

み方で添加方法が変わる等、非常に勉強になりました。また、酒石落とし作業は、一番消費量の多い12
月に、その年のワインを無理なく出荷できるアドバンテージに繋がるので大変参考になりました。

文化芸術コース


